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フルテック社「eメディアドア」
CO2削減効果の実証実験結果を発表

画像解析AIと自動ドア制御でSDGsの一助に

フルテック株式会社（本社：札幌市中央区、代表取締役社長：古野重幸 東証スタンダード：証券コード 6546）は

明治大学理工学部建築学科酒井孝司専任教授による「eメディアドア」を用いた「商業施設での実証実験結果と

開口幅制御によるCO2削減効果の研究」において、「eメディアドア」の画像解析AIと自動ドア制御機能が、空調

ロスを抑制し、CO2削減効果が実証されたと発表しました 。

当社は2022年１月、NECソリューションイノベータ株式会社（本社：東京都江東区、代表取締役 執行役員社長：

石井 力、以下 NECソリューションイノベータ）と、カメラ画像から人の動きをAIで解析し、ドアを通過する場合に

のみ開き、また向かってくる方向によって開口幅を制御する「eメディアドア」を共同開発しました。

効果検証のため、みずほ銀行が提供するビジネスマッチングアドバイザリー機能を活用し、本ソリューションの

検証パートナーを探索した結果、明治大学酒井専任教授との連携について提案・紹介を受け今回の研究が実現

しました。 

【実証実験を実施した背景】
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実際の商業施設にカメラを設置して通行導線を記録し、AIによる画像解析と自動ドア制御で総開口面積を抑える

効果を測定しました。

その結果、自動ドア1台分で、建物内の空調にかかる電力を年間で9.2％（1,495.0kWh）削減し、659.3kgのCO2を

削減できることが実証されました。これは金額にして年間40,300円の節電であり、杉の木74本分のCO2吸収量と

同等の効果です。

【実証実験の結果】

なお、上記の研究結果は建築学会にも投稿されています。

＜ご参考＞

当社では聖マリアンナ医科大学病院にて、来院者の車椅子の有無を検知して自動ドアの開閉スピードや開放時間

などを制御する実証実験を2021年に実施しています。
https://www.ful l tech1963.com/storage/news/1618188554_file1.pdf

【効果（実証実験）】

実際の商業施設にカメラを設置して通行動線を記録し、画像解析AIと自動ドア制御による総開口面積を抑える効果を測定

□開閉制御※最適化による熱負荷量の変化及びCO2削減量

※開閉制御：横切っただけだと開かない
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■効果（年間）

年間9.2％ 1495.0kWhの電力（-40,300円）
659.3kgのCO2の削減※1が可能※2

※１杉の木74本分の年間のCO2吸収量に相当します。
　　出典：林野庁ホームページ
※２実証実験した建物で実際の通行動線をもとに
　　開閉制御あるなしでの自動ドア1台分の効果です。
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＜AIの判断例＞

　・自動ドアを通過しようと向かってきている場合は開く

　・自動ドアの前を横切るだけの場合は開かない

　・1人で通過するときは開く幅を抑え、全開させない

この機能はCO2削減が期待できるため、SDGsの「気候変動に具体的な対策を」につながる取り組みです。

人の動きだけではなく、車椅子などの物体の画像もAIで解析し、利用者に合わせて開閉のタイミングや速度、開口

保持時間を可変します。（特許出願済み）

たとえば、ゆっくりとドアに向かっている場合は、開口保持時間を延長します。反対にドアに駆け込んでくる場合

には、開くタイミングを早めてドアとの接触を防ぎます。

利用者に合わせた自動ドアの安全性を確保できる機能は、SDGsの「住み続けられるまちづくりを」の一助となる

取り組みです。

②利用者に合わせた安全性の確保

「eメディアドア」は自動ドア装置にカメラを搭載し、カメラ画像から人が動く方向をAIにより解析し、ドアの開閉や

開く幅をコントロールします。これにより、空調ロスを抑え、CO2削減に貢献します。食品を扱う場所では、虫の侵入を

抑えることにも役立ちます。

【「eメディアドア」の特徴】

①環境負荷低減

車イスを検知して

・ドアを開くタイミングを早め、
　衝突の不安を軽減
・ドアの開口保持時間を延長
・ドアの閉まるスピードを落とす

ゆっくり向かってきている人を検知して

・起動の位置、ドアの開く速度は標準
・ドアの開口保持時間を延長
・ドアの閉まるスピードを落とす

駆け込んできている人を検知して

・ドアの開くタイミングを早める
・ドアの開くスピードを速める
・ドアの開口保持時間は標準
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社　　　名：フルテック株式会社（コード番号：6546　東証スタンダード市場）
事 業 内 容：自動ドア装置の販売・設計・施工・保守サービス、ステンレスサッシ・製作金物の製造販売
資　本　金：3億2,930万円
代　表　者：代表取締役社長　古野　重幸
本社所在地：北海道札幌市中央区北13条西17丁目1番31号
Web  URL：ht tp s : / /www . f u l l t e ch1963 . com/

●フルテック株式会社

社　　　名：NECソリューションイノベータ株式会社
事 業 内 容：システムインテグレーション事業・サービス事業・基盤ソフトウェア開発事業・機器販売
資　本　金：86億6,800万円
代　表　者：代表取締役　執行役員社長　石井　力
本社所在地：東京都江東区新木場1丁目18番7号
本技術の提供拠点：北海道支社（北海道札幌市北区北8条西3丁目28番地 札幌エルプラザ ）
Web  URL：ht tp s : / /www .nec - so l u t i on i nnova to r s . c o . j p /

●NECソリューションイノベータ株式会社

社　　　名：株式会社みずほ銀行
事 業 内 容：預金業務、貸出業務、為替業務　等
資　本　金：1兆4040億円
代　表　者：取締役頭取　加藤　勝彦
本店所在地：東京都千代田区大手町1丁目5番5号（大手町タワー）
Web  URL：ht tp s : / /www .m i zuhobank . co . j p /

●株式会社みずほ銀行

【会社概要】

ニュースリリース記載の情報は、発表日現在の情報です。
予告なしに変更され、検索日と情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。

当社は「eメディアドア」で自動ドアの無駄開き削減、開口幅の適切化で空調ロスを低減し、カーボンネットゼロに

貢献してまいります。 

今後は、AIによる利用者を見分ける技術や物体認識精度を一層向上させ、利用者それぞれに配慮したさらに安全な

自動ドアを目指します。また、自動ドア設置場所の価値を活かした情報の受発信なども追求してまいります。

さらに、NECソリューションイノベータと共同開発したAIによる画像解析+自動ドアのプラットフォームをベースに

新たな価値創造を図り、酒井専任教授との実証実験の結果を元に「地球温暖化による環境問題の深刻化」を防ぐ

GX（グリーントランスフォーメーション）にも取り組んでいきます。 

【今後の展望】

フルテック株式会社 企画本部 長門
〒105-0003 東京都港区西新橋2-8-6 住友不動産日比谷ビル11F
TEL：03-6206-1451 ／ FAX：03-6206-1455


